
大学図書館と国立情報学研究所との連携・協力推進会議
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1.ERDB-JP構築の背景

2.取り組み事例

3.今後の課題

アジェンダ
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1.統合的発見環境

2.メタデータの標準化

3.学術情報資源の確保

[学術情報システムが進むべき方向性]

ref.  「これからの学術情報システム構築検討委員会」
平成27年5月29日.これからの学術情報システムの在り方について

1.ERDB-JP構築の背景

http://www.nii.ac.jp/content/korekara/archive/korekara_doc20150529.pdf
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・NACSIS-CAT/ILLの再構築

・電子情報資源のデータの管理・共有
→電子リソースデータ共有作業部会

当面の課題
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「統合的発見環境」実現のために

[国内刊行出版物（電子リソース）のナレッジベース]

https://erdb-jp.nii.ac.jp/

1.ERDB-JP構築の背景
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1.みんなで集めて

2.みんなで使う！



ERDB-JP活用事例 7

データ
取得

図書館

作成・修正

CiNii Books

利用者

検索

学会サイト 機関リポジトリ



8ナレッジベースの役割

電子リソースを収集し、
URL・アクセス可否巻号等、
利用のために必要な情報を適切に
管理すること。



9ナレッジベースを適切に管理するために

ERDB-JPに
電子リソース（アクセス情報）を
集めて終わり、ではなく、
継続してアクセス範囲や提供条件等
を細やかに管理する必要がある。

管理したい項目



10ナレッジベースを適切に管理するために

電子リソース管理システム / 図書館サービス
プラットフォーム の検証

・最適化された電子リソースを
・図書館業務のワークフローの中で
・効率よくナレッジベースに集約したい

http://www.nii.ac.jp/content/korekara/archive/korekara_doc20170130.pdf
電子リソース管理システムの利用可能性の検証について（平成 28 年度最終報告）



11ERDB-JP参加機関

参加機関（パートナー）
平成29年５月末現在 48機関
https://erdb-jp.nii.ac.jp/ja/content/partners_list



12日本のナレッジベースを活かすために

国内電子出版物を収集・整備し、そのデータを
グローバルなナレッジベースに提供することで、
国内の電子出版物を国際発信することができる。



ERDB-JP活用事例 13

ERDB-JPに蓄積された
データはどのように
活用されるのか？

https://erdb-jp.nii.ac.jp/ja/exports

試しにエクスポートして
生のデータを
確認してみると……



ERDB-JP エクスポートデータ 14



ERDB-JP活用事例 15

[KBART拡張形式]



162.取り組み事例

[ KBART-メタデータの整備- ]
Knowledge Bases And Related Tools
イギリスのUKSGとアメリカのNISOの共同プロジェクトで
制定された電子リソースのメタデータ交換における推奨指針

ERDB-JPでは、これを日本語用に拡張した
「KBART拡張形式」と「KBART2拡張形式」の
2種類のデータ形式が利用可能。

ref. ERDB-JPデータ作成ガイドライン
https://erdb-jp.nii.ac.jp/ja/content/metadata_schema



ERDB-JP活用事例 17

ERDB-JPのデータを商用ナレッジベースへ
ディスカバリーサービス/リンクリゾルバ等
で利用可能に



18

ディスカバリーサービス→ リンクリゾルバと展開すると…

ERDB-JP活用事例



19ERDB-JP活用事例



20さまざまな国内電子出版物

大学紀要等
=>機関リポジトリ

JAIRO Cloud ->ERDB-JP 自動連携で収集

学術雑誌、学協会誌
=>それぞれの出版元



212.取り組み事例

JAIRO Cloud側

記述する項目はKBARTに対応
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http://JAIRO Cloudの自機関ドメイン/weko/kbart/

JAIRO Cloud
→ERDBJPへ自動連携

2.取り組み事例
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[週次で更新]

2.取り組み事例



24ナレッジベースのさらなる充実に向けて

・医中誌-ERDB-JP連携はJAIRO Cloudと同様の仕様を
想定してすすめている。

・ISSNセンター、J-STAGEのレコードは今年度中に追加し
定期的に更新。

データ
取得
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Jisc Collections
(KB+)；英

Bibsam(KB+)
；スウェーデン

ABES
(BACON)；仏

ERDB-JP
欧州ナレッジ
ベース運用団体
との連携活動

今年度、海外機関と合同で、
リンクリゾルバー、
情報システムベンダー等に
連携を呼びかける公開状を発信

リンクリゾルバー・
情報システムベンダー等の
関係コミュニティに信頼性の高い
メタデータの利用推奨など、
広く協力を促す

2.取り組み事例



26Open Letter



27Open Letter



28Open Letter
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より協力的で透明性のある連携に向けて：
非営利のメタデータサプライヤーからリンクリゾルバ・
情報システムベンダーへの公開状（抜粋）

私たちは非営利で国レベルのナレッジベースとして、
電子リソース管理・発見のためのメタデータを提供することで、
高等教育機関及び研究機関を支援しています。
主に以下の2点を共通の特徴としています。

1) コンテンツプロバイダー及び情報システムベンダー／リンクリゾルバを巻き
込んだ、電子リソースの情報流通を支援する活動

2) 質の高いサービスとユーザー満足度を重視し、図書館がシステムに依存する
ことなく、構築したタイトルリストをオープンかつ無料で利用できるように
していること



30

すべての利用可能なデータがシステムベンダーのナレッジベースや
リンクリゾルバにアップロードされること。
すべてのリンクターゲットついて、KB+、BACONまたはERDB-JPのいずれかの
プリフィックスを明示することで識別可能にすること。

ERDB-JP、BACONまたはKB+のデータの 登録・更新情報について、ユーザーが
以下のアラートを受け取れるようにすること

1.どのパッケージがアップロードされた／されるか
2.アップロードされた／される日付の情報
3.各システムに準じたパッケージに含まれるタイトル数

BACON、ERDB-JP及びKB+のコミュニティ、そしてフランス、スウェーデン、
日本及び英国のユーザーに対してよりよいサービスを提供するために、
オープンナレッジベースとベンダーとは以下の協力を推進します。

より協力的で透明性のある連携に向けて：
非営利のメタデータサプライヤーからリンクリゾルバ・
情報システムベンダーへの公開状（抜粋）



31プレスリリース

2017年6月2日
プレスリリース



323.今後の課題

・電子書籍、モノグラフ

・大学で構築しているデジタルアーカイブ

国際発信のためには、まず国内電子出版物の
さらなる収集とメタデータのメンテナンスが
必要

・持続可能なデータメンテナンス体制



33最後に

・「ERDB-JPのデータ整備業務」は定着するか？

・電子リソースの整備は思った以上に課題も多い。

・業務システムの見直しもその一部として検討し
ている。

→続きは、この後の飯野氏の発表で

・電子リソース管理業務のワークフロー全体を再
構築する必要があるのではないか？
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